
モノラック部
特許取得済
　＜特許第3666870号＞



床版工事は、あらゆる工種が同時進行します。�

キャリレールは、すべての工程に対応します！！�

床版　施工フロー�

主桁の架設完了�

支保工の組立�

型枠の組立�

鉄筋（PC鋼材）の配置�

コンクリートの打設／養生�

床版の完了�



安全通路内で設置できます。� 床版打設後も使用できます。�

主桁上のスタッドボルトを利用して�
浮き上り防止を図ります。�

レールの設置は、床版高検査用のナットを利用します。�
（芯出しや罫書きのわずらわしい作業が不要）�
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浮き上り防止治具�支柱＋検棒（M16）�
（スタッド固定）�

レール支持支柱�

軌条�検棒（M16ネジ切りボルト）�

スタッドボルト�

浮き上り防止金具�

レール支持支柱�

ペンダント�

キャリレール一般図�



STEP-1

STEP-2

STEP-3

水平材を設置。�

レール、レール支持支柱を設置。�

パイプ構造であるため、設置・撤去が容易です。�
（設置、撤去ともに30mを2時間程度）�

1.　床版高検査用の検棒設置ナットにネジ切りボルトを設置する。（@3m程度）�
2.　ネジ切りボルトに支持パイプを固定する。�

床版高検査用ナットに支柱を立てる。�

1.　STEP-1にて設置した支柱を水平材にて繋ぐ。�

1.　新たに、レール支持用の支柱を立てる。（@1.5m程度）�
　　レール支持支柱は、水平材にクランプで固定する。�
2.　レール支持支柱に浮き上り防止を施す。�
3.　レールをレール支持支柱に固定する。�

支持パイプ：25A（φ34）�

連結パイプ：25A（φ34）�

支柱：25A（φ34）�
レール：50角パイプ�

レール組立ステップ図�






